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ようこそ由仁町へ

小さくてもキラリ、人が輝き、町が輝くために



New  Year  2020

由
仁
町
長 

松
村  

諭

由
仁
町
議
会
議
長  

熊
林 

和
男

作
物
は
平
年
並
み
か
そ
れ
以
上
の
作

柄
と
な
り
、
喜
ば
し
い
年
と
な
り
ま

し
た
。

　

さ
て
、
一
昨
年
に
病
床
を
19
床
に

縮
小
し
、
病
院
か
ら
診
療
所
へ
転
換

し
ま
し
た
由
仁
町
立
診
療
所
に
お
き

ま
し
て
は
、
昨
年
５
月
か
ら
常
勤
医

師
の
３
名
体
制
が
確
立
さ
れ
、
在
宅

療
養
が
24
時
間
対
応
で
き
る
体
制
と

な
り
ま
し
た
。
住
み
慣
れ
た
自
宅
で

の
快
適
さ
や
安
心
感
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
、
自
宅
に
い
な
が
ら
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
は
、

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
安
心
し
て
子
供

を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
目
指
し
、
教
育･

保
育
を
一
体

的
に
行
う
施
設
の
開
設
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
今
年
４
月
か

ら
学
校
法
人
由
仁
学
園
の
運
営
の
も

と
で
、
由
仁
幼
稚
園
と
由
仁
保
育
園

を
統
合
し
た
「
認
定
こ
ど
も
園
」
を

開
設
し
、
三
川
保
育
園
も
同
法
人
に

経
営
移
管
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
ま
し
て
、
当
町
に
お

い
て
も
、
子
供
た
ち
に
幼
稚
園
と
保

育
所
の
両
方
の
良
さ
を
併
せ
持
っ
た
、

質
の
高
い
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
を

を
受
け
る
こ
と
な
く
、
農
作
物
の
収

穫
に
お
い
て
も
、
殆
ど
の
作
物
に
お

い
て
、
収
量
増
収
、
総
じ
て
平
年
を

上
回
る
作
況
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
ど

こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に

備
え
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
も
防
災

意
識
を
一
層
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

米
中
間
の
貿
易
摩
擦
、
英
国
の
Ｅ

Ｕ
か
ら
の
離
脱
な
ど
か
ら
世
界
経
済

は
不
透
明
さ
を
増
し
て
お
り
、
日
本

国
内
に
お
い
て
は
、
内
閣
府
が
発
表

す
る
月
例
経
済
報
告
に
よ
り
ま
す
と

「
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
」

と
し
て
い
る
も
の
の
、
当
町
を
取
り

巻
く
社
会
情
勢
を
振
り
返
り
ま
し
て

も
、
地
方
で
生
活
す
る
私
た
ち
に
と
っ

て
は
、
い
ま
だ
、
景
気
の
回
復
と
い

う
の
を
肌
で
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。　

　

今
年
は
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
が
開
催
さ
れ
、
札
幌
に
お
い
て
も

マ
ラ
ソ
ン
や
競
歩
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

世
界
中
か
ら
多
く
の
方
が
日
本
や
北

海
道
を
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、
由
仁
町

提
供
で
き
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
児
童
・
生
徒
の
た
く
ま

し
い
力
を
育
む
た
め
に
、
義
務
教
育

９
年
間
を
一
体
と
し
て
捉
え
、
学
び

の
連
続
性
を
保
障
す
る
「
小
中
一
貫

教
育
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
年
４

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
未
来
を
担
う

児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
よ
り
良
い
学

習
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

私
が
町
長
に
就
任
し
て
か
ら
蒔
い

て
き
た
種
子
が
花
開
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
町
民
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
で
あ
り
、
新
し
い
時
代
を
迎

え
て
も
町
民
の
み
な
さ
ん
と
の
対
話

を
進
め
な
が
ら
、
就
任
当
初
か
ら
掲

げ
て
い
る
「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
輝

く
ま
ち
」
を
目
指
し
、
全
力
で
町
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
後
の
町
政
運
営
に
対

す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
み
な
さ
ん

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

に
お
い
て
も
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
」

に
よ
り
新
た
な
経
済
効
果
や
国
際
交

流
を
通
じ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展

に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
年
は
再
び
新
し
い
十
二
支

の
サ
イ
ク
ル
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で

あ
り
、株
式
市
場
に
は
「
子
年
は
繁
栄
」

と
い
う
格
言
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ど
う
か
、
こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
イ
ヤ
ー
に
由
仁
町
が
さ
ら
に
大
き

く
「
繁
栄
」
で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
、

令
和
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
信
頼
と

期
待
に
応
え
る
町
政
の
進
展
と
住
民

福
祉
の
向
上
に
熱
意
を
も
っ
て
、
議

会
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
み
な
さ
ん
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
議
員
の
英
知
を
結

集
し
精
力
的
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
議
会
に
対
し
ま
し
て
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

年
あ
け
ま
し
て

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
昨

年
４
月
の
町
長
選
挙
を
経
て
、
２
期

目
の
町
政
運
営
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て

い
た
だ
き
最
初
の
新
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
政
を
担
う
と
い
う
重
責
を
改
め

て
認
識
し
、
由
仁
町
の
発
展
に
精
魂

を
傾
け
る
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
過
去
最
強
ク
ラ
ス
の
台

風
上
陸
や
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
自

然
災
害
が
全
国
的
に
発
生
し
、
甚
大

な
人
的
・
物
的
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
の
住
む

由
仁
町
は
、
幸
い
に
も
台
風
の
被
害

を
大
き
く
受
け
る
こ
と
も
な
く
、
基

幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
夏
期
の
低
温
・
日
照
不
足

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
た
も
の
の
比
較

的
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
農

　
　
　

年
あ
け
ま
し
て

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
議
会
運
営
お

よ
び
議
員
活
動
に
対
し
ま
し
て
格
別

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
昨
年
４
月
の
統
一
地

方
選
挙
に
お
い
て
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
負
託
を
受
け
、
任
期
４
年
間
の

初
年
度
を
踏
み
出
し
て
か
ら
こ
の
８

か
月
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

議
会
の
代
表
と
し
て
の
重
責
を
痛
感

し
な
が
ら
、
同
僚
議
員
と
と
も
に
町

政
の
推
進
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た

め
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
令
和
」
と
い
う
新
た
な
時
代
に
お
け

る
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
、
あ
ら
た

め
て
、
身
が
引
き
し
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。　

　

昨
年
の
日
本
列
島
は
、
豪
雨
災
害
、

そ
し
て
度
重
な
る
台
風
と
自
然
災
害

が
相
次
ぐ
大
変
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。

由
仁
町
に
お
い
て
は
、
大
き
な
被
害

議　会 行　政ご 挨 拶年 頭 の

新 新
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　11 月 28 日、ＪＡそらち南青年部（部長　
國岡晃平）が町内の小中学校と保育園、幼稚
園を訪れ、今年収穫した新米ななつぼし（１㎏）
を児童生徒・園児全員に寄贈しました。

由仁の子供たちに新米を11/28

　11 月 27 日、道内の花き生産者の技術向上
を目的に、北海道花き振興委員会が主催する

「第 39 回北海道花き品評会」で、トルコギキョ
ウを出品した田中秀幸さん（岩内）が農林水
産省生産局長賞を受賞しました。
　田中さんの育てた花は、道内から出品され
た 109 点の中から、品質や商品性が優れてい
るなど、審査員の高い評価を受けました。田
中さんは「これからも質の高い花きの生産に
取り組んでいきたい」と抱負を述べました。

農林水産省生産局長賞を受賞11/27

　11 月 27 日、「ゆに教育の日」の関連事業
として、「夢づくり子ども教育委員会」が行
われました。小中学生 15 人が「一日子ども
教育委員」に任命され、小中学生が一緒に受
けてみたい授業や活動、その問題点や改善策
について意見交換をしました。

夢づくり子ども教育委員会11/27

　４月に栗山町で開催された「ふるさと田舎
まつり２０１９」の「栗山監督杯争奪！第８
回うまいもんグランプリ」に出店したＣＡＦ
Ｅ ＫＡＬＡＭＡ（古山）のグリーンカレーが
見事グランプリに輝き、11 月 26 日、北海道
日本ハムファイターズの栗山監督が表彰に訪
れました。
　自家製のお米や野菜をふんだんに使ったカ
レーに、栗山監督は「幸せ」と大満足の様子
でした。

ＣＡＦＥ ＫＡＬＡＭＡ、
うまいもんグランプリ受賞

11/26

　おいしいお米日本一を決める「第９回米－
１グランプリ in らんこし」の決勝大会が 11
月 23 日に行われ、有限会社豊作会農園（代表
　前田直樹）が生産した「ゆめぴりか」が準
グランプリを受賞しました。
　豊作会農園のお米は、全国 268 品の出品の
中から予選通過の 30 品に選ばれ、決勝大会で
は「味」「香り」「つや」で審査員の高い評価
を受けました。
　12 月５日、松村町長に報告に訪れた前田代
表は「僅差でグランプリは逃したが、由仁産
のお米が全国でも高い評価を得ることができ
た。これからも美味しい米を生産して由仁町
をＰＲしたい」と抱負を述べました。

　11 月 27 日、元町議会議員の井村勇夫さん
（東栄）が北海道社会貢献賞（自治功労者）を
受賞し、北海道知事から表彰状が手渡されま
した。
　井村さんは、昭和 58 年から８期約 32 年間
にわたり由仁町議会議員を務め、各常任委員
会の委員長を歴任され、平成 23 年５月からの
１期４年間は議長として、地方議会の円滑な
運営と地方自治の振興、町民福祉の向上に貢
献されました。

由仁産米「ゆめぴりか」が
準グランプリを受賞

北海道社会貢献賞を受賞11/23 11/27

ま ち か ど ＮＥＴ ＷＯＲＫ 30
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　由仁中２年の石川翔
と わ

羽さん、権堂修
しゅうや

也さ
ん、田代直

な お や

也さん、松尾颯
そ う た

汰さん、１年の
松尾弘

ひ ろ と

人さんが所属する中学生軟式野球
チーム「南空知ベースボールクラブ」は、
10 月に開催された「第 21 回 IBA-boys U-14 
北海道大会」で優勝し、来春行われる全国
大会に北海道代表として出場します。
　５人は「一戦一戦集中したプレーをし、
全国優勝したい」と意気込みを語りました。

由仁っ子が大活躍！　全国大会出場決定　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松村町長へ出場報告

　12 月３日、健康元気づくり館で、由仁ラ
イオンズクラブ・由仁町社会福祉協議会・社
会福祉法人長沼陽風会主催の「地域交流餅つ
き」が行われ、子供から高齢者まで幅広い年
齢の方が集まりました。幼稚園・保育園の園
児からは素敵な歌とダンス発表があり、会場
は笑顔であふれていました。

力いっぱいお餅つき12/312/3
　12 月７日、町内の若手女性農業者グループ
ＷＥＡＶＥ（代表　山根奈々）主催のクリス
マスパーティーが文化交流館で開催されまし
た。会場にはサンタクロースの衣装を着た子
供たちや親子連れが訪れ、ゲームやリース作
り、ダンスを楽しみました。
　また、来場者に炊き込みご飯や乾燥野菜の
ミネストローネなどが販売され、会場は賑わ
いました。

ＷＥＡＶＥ　
クリスマスパーティー

12/7

　由仁町と栗山町の若手農業者グループ「そ
らち南さつまいもクラブ」の取り組みを紹介
する初めてのイベント「第１回さつまいもフェ
スティバル」が 11 月 24 日、栗山町カルチャー
プラザＥｋｉで開かれました。
　ＪＡそらち南の北組合長のほか、さつまい
もの加工品開発に協力する天使大学の学生ら
約 40 人が出席する中、新たな特産品として販
売を目指す「由栗（ゆっくり）いも」の品種
選定の試食や、さつまいもを使ったお菓子の
試食を行いました。
　空知農業改良普及センター空知南東部支所
の水間支所長は「品質に差がないようほ場の
管理や収穫後の保存方法の統一で新たなブラ
ンド化に向けて頑張ってほしい」と講評しま
した。

　由仁中１年の今村栞
か な り

愛さんが所属する女
子サッカーチーム「北海道リラ・コンサドー
レ」は、10 月に開催された「ＪＯＣジュニ
アオリンピックカップ北海道大会」で優勝
し、全国大会に北海道代表として出場しま
す。今村さんは「優勝を目指し、確実にゴー
ルを決めたい」と意気込みを語りました。
　全国大会は１月３日から大阪府堺市で開
催されます。

第１回さつまいも
フェスティバル

11/24

ま ち か ど ＮＥＴ ＷＯＲＫ 30

△（左から）
田代さん、松尾 (颯 ) さん、石川さん、権堂さん、松尾 ( 弘 ) さん
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未来に続く
公共交通

観光列車が走りました
　11 月 30 日、室蘭線の苫小牧から岩見沢間で観光列車モニターツアーが行われ、ツアー参加者と
関係者を含む約 60 人が由仁町を訪れました。
　午前便では由仁駅のホームで保育園児 27 人と観光大使のユニ殿がお出迎えをして、園児から「よ
うこそ由仁町へ」の声とともに折り紙で作った花がツアー参加者に手渡されました。ポッポ館では
由仁町観光協会とゆにガーデンによる特産品販売が行われ賑わいました。
　初めての試みでしたが、おもてなしの気持ちを伝えることができました。

石塚  あゆみ
E-mail　ayuni.kyoryoku

@gmail.com

第61号

隊員だより
由仁町
地域おこし協力隊　明けましておめでとうございます。本年もどうぞよろしく

お願いいたします。
　由仁町に移住し、早一年と 2 か月。雪深い由仁町で、2 度
目となる新年を迎えました。地域おこし協力隊としては折り
返し地点です。町内での知り合いが増える度に、励まされ、
大きな活動の源となっています。由仁町のみなさんに、この
場をお借りして心より感謝申し上げます。
　さて、11 月 13 日～ 30 日、ゆめっく館の視聴覚室では『秋
の絵本展 おうち探検！』が実施され、注目を浴びていました。
　実際のおうちの中を再現した展示方法が斬新で面白く、部
屋毎に合わせた内容の絵本が手に取れるのは子供でなくても
ワクワクします。一際目を引いたのはお風呂場。カランは実
際にひねることができ、更に首も振れるというこだわりぶり。

（写真 1）他にもリビング、キッチン、寝室、子供部屋、トイ
レにも隠れた仕掛けがあり、アイディアあふれる展示方法に
感動しきりでした。
　また、11 月 30 日には、北海道鉄道活性化協議会による北
海道観光列車モニターツアー『「花の恵み号」で行く室蘭線』
が実施されました。（写真 2）午前の甘味大好きコースと、午
後の辛口ほろ酔いコースがあり、苫小牧－岩見沢間の各駅で
様々なおもてなしが用意され、沿線市町の特産品なども販売
され、由仁駅でもツアー参加者で賑わうポッポ館が見られま
した。このモニターツアーをきっかけに、沿線の市町が元気
になってくれることを切に願っています。
　最後に、前号イラストで紹介したツルウメモドキという植
物の蔓

つる

で、人生初の蔓かご作りに挑戦しました。（写真 3）曲
げやすくなるよう、蔓を一晩お湯に浸ける作業には苦労しま
したが、その甲斐あって何とか形になりました。歪なのはご
愛嬌です。

フェイスブック配信中！

由仁 協力隊 検 索 ➡

令和、初めての新年

▽ 写真 1

▽ 写真 2

▽ 写真 3
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総務課
☎８３-２１１１
住民課 税務
☎８３-３９０２
住民課 環境・交通
住民課 戸籍・国保
☎８３-３９０３
教育課
☎８３-３９０４
地域活性課
☎８３-２１１２
農業委員会事務局
☎８３-２１１３
産業振興課
☎８３-２１１４
建設水道課 上下水道
☎８３-２１１５
建設水道課 土木・建築
☎８３-２１１６
保健福祉課

（健康元気づくり館内）
☎８３-４７５０
町立診療所
☎８３-２０３１
老健ひだまり
☎７６-７７３５
南空知消防組合由仁支署
☎８３-２３８８

市外局番（0123）

電 話 番 号 一 覧

暮
ら
し
の

-Information-

報
情

税
・
年
金

税
・
年
金

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生

活
保
障
だ
け
で
は
な
く
、
病

気
や
け
が
で
重
い
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
に
も
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
、
思
い
が
け
な

い
人
生
の
「
万
が
一
」
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度

で
す
。

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ

て
の
方
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る

国
民
年
金
情
報

　

所
得
税
確
定
申
告
お
よ
び

令
和
２
年
度
町
道
民
税
の
申

告
期
間
は
、
２
月
17
日
㈪
か

ら
３
月
16
日
㈪
ま
で
で
す
。

　

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
参
考

に
、
判
定
１
・
判
定
２
に
な
っ

た
方
は
期
間
内
に
忘
れ
ず
に

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
所

得
税
の
還
付
申
告
は
２
月
３

日
㈪
か
ら
役
場
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

自
治
区
別
の
申
告
相
談
の

日
程
は
広
報
２
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
住
民
課
税
務
担
当

確
定
申
告
・
町
道
民
税

の
申
告
の
ご
準
備
を

必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
者
は
３
種
類

▽
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
、
農
林
漁
業
、
厚

　

生
年
金
に
加
入
し
て
い
な

　

い
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、

　

学
生
、
無
職
の
方

➡
加
入
の
手
続
き
や
保
険
料

　

の
納
付
は
自
分
で
行
い
ま

　

す
。

▽
第
２
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に

　

加
入
し
て
い
る
会
社
員
や

　

公
務
員
の
方

➡
加
入
手
続
き
や
保
険
料
の

　

納
付
は
勤
務
先
の
事
業
所

　

が
行
い
ま
す
。

▽
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養

　

さ
れ
て
い
る
配
偶
者

➡
加
入
手
続
き
や
保
険
料
の

　

納
付
は
配
偶
者
の
勤
務
先

　

の
事
業
所
が
行
い
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
の
方
へ

▽
加
入
手
続
き
先　

　

住
民
課
戸
籍
・
国
保
担
当

▽
保
険
料

　

月
額
１
６
、４
１
０
円

　
（
令
和
元
年
度
）

▽
保
険
料
の
猶
予
・
免
除

　

学
生
で
あ
っ
た
り
、
収
入

　

が
少
な
い
た
め
に
保
険
料

　

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

　

場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保

　

険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免

　

除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま

　

す
。
こ
の
申
請
を
行
わ
な

　

い
で
未
納
の
ま
ま
に
し
て

　

お
く
と
、
老
後
に
年
金
を

　

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た   

　

り
、
障
害
基
礎
年
金
が
受

　

け
取
れ
な
い
な
ど
思
わ
ぬ

　

事
態
を
招
く
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　

い
。

▽
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
種

　

別
変
更

　

第
２
号
被
保
険
者
の
配
偶

　

者
が
退
職
に
よ
り
厚
生
年

　

金
や
共
済
組
合
の
加
入
者

　

で
な
く
な
っ
た
場
合
や
、

　

ご
本
人
の
収
入
の
増
加
な

　

ど
に
よ
り
配
偶
者
の
扶
養

　

か
ら
外
れ
た
場
合
に
は
第

　

１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま

　

す
の
で
、
必
ず
第
１
号
被

　

保
険
者
へ
の
種
別
変
更
届

　

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
岩
見
沢
年
金
事
務
所
（
国

　

民
年
金
課
）　

☎
０
１
２
６—

22—

５
８
０
４

問
住
民
課
戸
籍
・
国
保
担
当

町・道民税の申告・確定申告　フローチャート

令和 2 年 1 月 1日現在、由仁町
にお住まいでしたか？

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

は  い

は  い

は  い

は  い

は  い

は  い

は  い

は  い は  い

は  い は  い

は  い

は  い

令和元年中の主な収入はどのようなものですか？

収入なし

判定２へ

判定１へ

判定１へ

判定２へ

判定１へ

判定２へ

判定１へ

申告は不要です

申告は
不要です

申告は
不要です

給与収入 公的年金収入   事業収入
（営業・農業など）

税法上の扶養親族
になっている

給 与 収 入 が 2,000
万円以上である

公 的 年 金 収 入 が
400万円を超える

収入から経費を差
し引いた所得の合
計金額が、所得税
の所得控除額より
多い

あなたを扶養してい
る人は町内にいる

年末調整を受けて
いない住宅借入金
等特別控除または
扶養控除、医療費控
除等の控除がある

給与以外に所得が
ある

給与以外の所得は
20 万円を超える

公的年金以外の収入
がある

公的年金の源泉徴収
票の「源泉徴収額」
に記載がある

年金源泉徴収票に記載の
ない扶養控除または社会
保険料控除、医療費控除な
どの控除がある

2 月 17 日から 3 月 16 日の間に申告を
行う必要があります。書類の準備を進
めてください。
▼必要書類の一例
▽源泉徴収票などの収入がわかるもの
▽営業・農業・不動産収入について必
　要経費のわかるもの
▽医療保険・生命保険・地震保険など
　の控除証明書
▽身体障害者手帳などの障害の等級が
　確認できるもの
▽医療費の明細書
≪ご注意ください！≫
判定 2 に該当する方の中で申告をされ
ない場合、未申告状態となる方がいま
す。収入状況が把握できないと、保険
料算定が行えず、各種行政サービスを
適切に受けられない場合があります。

判定 1・判定 2 の人は…

1 月 1 日に住んでいた市町村へ
お問い合わせくださいａ

ｂ

ｆｃ ｄ e

f-1c-1 d-1

e-1

f-2

c-2

c-3

c-4

d-3

d-2

d-5

スタート

判定１⇒ 所得税の確定申告が必要です

判定２⇒ 町道民税の申告が必要です

- Information-暮らしの 情 報
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高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

は
契
約
前
に
十
分
な
検
討
を

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
よ
り

　

頼
れ
る
親
族
が
い
な
い
の

で
、
身
元
保
証
サ
ー
ビ
ス
や

死
後
の
事
務
手
続
き
を
代
行

す
る
事
業
者
と
サ
ポ
ー
ト
契

約
を
し
た
。

　
「
明
日
ど
う
な
る
か
分
か

ら
な
い
。
す
ぐ
に
預
託
金

１
０
０
万
円
を
払
う
よ
う

に
」
と
事
業
者
か
ら
急
が
さ

れ
て
い
る
が
、
契
約
内
容
の

詳
細
な
説
明
を
受
け
て
い
な

い
の
で
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

困
っ
て
い
る
。

（
60
歳
代　

女
性
）

消
費
生
活
相
談
室

生
活

　

償
却
資
産
申
告
書
の
提
出

は
、
１
月
31
日
㈮
ま
で
で
す
。

　

コ
ン
バ
イ
ン
や
田
植
機
な

ど
の
農
耕
作
業
用
の
小
型
特

殊
自
動
車
を
新
た
に
購
入
し

た
方
は
、
軽
自
動
車
税
の
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
住
民
課
税
務
担
当

償
却
資
産
の
申
告
は

お
早
め
に

- Information-暮らしの 情 報

　

飼
い
主
は
散
歩
の
と
き
は

袋
を
持
ち
、
道
ば
た
に
犬
の

ふ
ん
を
残
さ
ず
必
ず
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
冬
期
間
は
ふ
ん
が
目

立
ち
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
気

持
ち
良
く
歩
行
が
で
き
る
よ

う
一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

ふ
ん
の
放
置
行
為
は
条
例

で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
２
万

円
以
下
の
金
銭
罰
を
執
行
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

問
住
民
課
環
境
・
交
通
担
当

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
が

問
わ
れ
ま
す

福
祉
・

介
護

▼
「
囲
炉
裏
庵
」

新
春
企
画

　
「
暮
ら
し
を
支
え
る
」

日
時　

１
月
22
日
㈬　

13
時

　

～
15
時

場
所　
三
川
あ
か
り
館

　
（
三
川
旭
町
）

内
容　

講
師
を
招
き
栄
養
や

1
月
の

　
　
認
知
症
カ
フ
ェ

　

運
動
に
つ
い
て
の
講
話
と

　

囲
炉
裏
の
普
段
の
生
活
を

　

写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
内
由
仁
町
地

　

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

問
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
囲
炉
裏

☎
０
１
２
３—

76—

７
８
２
８

▼
「
こ
も
れ
び
カ
フ
ェ
」

日
時　

１
月
23
日
㈭　

13
時

　

～
15
時

場
所　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

　

ム
ユ
ン
ニ
こ
も
れ
び
の
家

　
（
東
栄
86
番
地
の
１
）

問
保
健
福
祉
課
内
由
仁
町
地

　

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ユ

　

ン
ニ
こ
も
れ
び
の
家　

☎
０
１
２
３—

82—

２
２
２
２

注
意
事
項

▽
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
、

　

身
元
保
証
や
日
常
生
活
の

　

支
援
、
死
後
事
務
を
行
う

　

サ
ー
ビ
ス
が
広
ま
っ
て
き

　

て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
内

　

容
や
料
金
体
系
は
事
業
者

　

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

▽
契
約
を
す
る
際
は
、
自
分

　

が
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

　

を
望
ん
で
い
る
の
か
を
明

　

確
に
し
、
事
業
者
に
し
っ

　

か
り
と
伝
え
る
こ
と
が
大

　

切
で
す
。

▽
契
約
内
容
や
料
金
体
系
を

　

よ
く
確
認
し
、
理
解
で
き

　

な
け
れ
ば
周
囲
の
人
に
相

　

談
し
て
、
十
分
に
検
討
し

　

ま
し
ょ
う
。

▽
困
っ
た
と
き
は
南
空
知
消

　

費
生
活
相
談
室
に
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

問
南
空
知
消
費
生
活
相
談
室

☎
０
１
２
３—

72—

３
５
８
１

そ
の
他

募
集
科
目　

板
金
科
お
よ
び

　

電
気
工
事
科

訓
練
期
間　

　

令
和
２
年
４
月
13
日
～
令

　

和
３
年
３
月
16
日

応
募
資
格　

令
和
２
年
３
月

　

に
中
学
校
以
上
を
卒
業
す

　

る
方
、
ま
た
は
一
般
求
職
者

募
集
定
員　
各
科
７
人

訓
練
場
所　

　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

　

空
知
（
中
空
知
地
域
職
業

　

訓
練
セ
ン
タ
ー
）

料
金　
無
料　

※
入
学
経
費
と
し
て　
　
　

　

５
５
、０
０
０
円
を
予
定
。

　

資
格
試
験
受
検
料
は
別
途

　

必
要
で
す
。

申
込
期
限　

　

令
和
２
年
２
月
19
日
㈬

令
和
２
年
度
公
共
職

業
訓
練
生
の
募
集

主
催　

北
海
道
立
札
幌
高
等

　

技
術
専
門
学
院

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
夕
張

☎
０
１
２
３—

52—

４
４
１
１

問
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー 

　

空
知

☎
０
１
２
５—

24—

１
８
８
０

　

創
業
に
関
心
の
あ
る
方
、

創
業
を
目
指
し
て
い
る
方
、

経
営
の
基
本
を
勉
強
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
程　

　

１
月
16
日
㈭
、
23
日
㈭
、

　

30
日
㈭
、
２
月
６
日
㈭

時
間　
18
時
～
20
時

場
所　
由
仁
町
商
工
会
館

料
金　
無
料

申
込
期
限　
１
月
10
日
㈮

問
由
仁
町
商
工
会

☎
０
１
２
３—

83—

２
１
３
６

創
業
に
つ
い
て
学
ぶ

　
由
仁
町
創
業
塾

防災行政無線は、行政情報をお知らせするほか、

災害などの緊急時には、みなさんの安全を守る

ための重要な情報をお知らせします。

という方は、ご連絡ください。

問 地域活性課地域活性担当　☎ 0123-83-2112

戸別受信機が
設置されてない

放送がよく
聞こえない

戸別受信機 が 設置されていない方はいませんか
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- Information-暮らしの 情 報

　

新
た
に
厚
生
労
働
大
臣
の
委

嘱
を
受
け
た
民
生
委
員
・
児
童

委
員
22
人
が
次
の
と
お
り
決
ま

り
ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和
元

年
12
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　

民
生
委
員
は
民
生
委
員
法
に

よ
っ
て
設
置
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
児
童
福
祉
法
に
よ
っ
て
民

生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

見
守
り
や
、
生
活
上
の
様
々
な

相
談
に
応
じ
、
適
切
な
支
援
や

サ
ー
ビ
ス
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
中
に
は
、
児
童
福
祉
問
題

を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児
童

委
員
が
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
や
、

地
域
の
児
童
委
員
と
連
携
し
必

要
な
援
助
・
協
力
を
行
い
ま
す
。

　

町
で
は
、「
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
」
を
設
置
し
、
地
域

住
民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
困
り
ご
と
や

悩
み
ご
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、
地

域
の
担
当
委
員
ま
で
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

　

改
選
に
伴
い
、
今
回
退
任
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
６
人
に
松

村
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

あ
な
た
の
地
域
の
身
近
な
相
談
員

　
　
　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

土井　直子
☎ 86-2640
三川・川端地区

手塚　真喜子
☎ 83-2528
由仁 2 区

望月　誠
☎ 83-3704
由仁 1 区

菅原　陽子
☎ 86-2747
西三川・本三川

今井　淑江
☎ 87-3181
古山・熊本

成田　まり子
☎ 83-3714
由仁 8 区（あけぼの団
地以外）・9 区・10 区

高山　香
☎ 83-2549
由仁地区

上本　雅代
☎ 86-2555
三川緑町

中村　正弘
☎ 83-3554
岩内

舟橋　由美子
☎ 83-3054
由 仁 7 区・8 区（ あ け
ぼの団地のみ）

中村　健一
☎ 85-2061
川端2 区

畠山　智子
☎ 86-2955
三川旭町

齊藤　利明
☎ 83-3043
下古山・山桝

早坂　孝通
☎ 83-2101
由仁 4 区・南 6 区

山﨑　愛子
☎ 85-2338
川端 1区

石井　ゆかり
☎ 87-3247
三川泉町北・泉町南

濱西　育子
☎ 83-3151
古川

田中　雄望
☎ 83-2420
由仁 3 区・北 6 区

山田　宏幸
☎ 87-3407
中三川・東三川

長澤　清一
☎ 87-3148
三川錦町

伊東　義晃
☎ 83-3487
山形・伏見

星場　実
☎ 83-3757
由仁 5 区

由
仁
町
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会

会
長　

望
月   

誠

　

わ
た
し
た
ち
民
生
委
員
・

児
童
委
員
は
、
地
域
の
み
な

さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
に
は
守
秘

義
務
が
あ
り
、
身
上
に
関
す

る
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

何
か
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
声
を
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

主任児童委員
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保健福祉課
☎ 0123-83-4750

FAX  0123-83-3813

げんき

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る

時
期
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
経
路
は
飛
沫
感
染
で
、
咳
や

く
し
ゃ
み
で
飛
び
散
っ
た
ウ
イ
ル

ス
を
吸
い
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
感

染
し
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
感
染
予

防
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
人
込
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を

　

控
え
、
外
出
す
る
場
合
は
マ
ス

　

ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
外
出
後
は
手
洗
い
・
う
が
い
を

　

し
ま
し
ょ
う
。
手
洗
い
は
、
ア

　

ル
コ
ー
ル
消
毒
液
で
消
毒
す
る

　

こ
と
も
感
染
予
防
と
な
り
ま
す
。

▽
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
の

　

粘
膜
の
防
御
機
能
が
低
下
し
、   

　

感
染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
適

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

　

11
月
29
日
、
文
化
交
流
館
で
地
域

包
括
ケ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９

「
人
生
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

人
生
の
最
終
段
階
に
本
人
が
望

む
こ
と
は
何
か
を
、
実
際
に
現
場

で
働
く
職
員
が
そ
の
事
例
を
踏
ま

え
た
劇
に
し
て
熱
演
し
ま
し
た
。

　

町
立
診
療
所
の
島
田
医
長
は
「
人

生
会
議
と
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
の
心
づ
も
り
を
信
頼
で
き

る
人
々
と
普
段
か
ら
話
し
合
う
こ

と
。
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
」
と
解
説
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
は
、
町
内

の
施
設
や
連
携
し
て
い
る
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ケ
ア
の
特
徴

が
発
表
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
、

「
人
生
の
終
わ
り
を
ど
う
過
ご
す
か

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
」

と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア

      

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　

切
な
湿
度
（
50
％
～
60
％
）
を

　

保
ち
ま
し
ょ
う
。

▽
体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
に
、

　

十
分
な
休
養
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス

　

の
と
れ
た
食
事
を
心
が
け
ま    

　

し
ょ
う
。

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
ら

▽
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
、   

　

処
方
さ
れ
た
薬
を
指
示
ど
お
り 

　

服
用
し
ま
し
ょ
う
。

▽
脱
水
症
を
予
防
す
る
た
め
、
こ

　

ま
め
に
水
分
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

▽
な
る
べ
く
他
の
人
と
の
接
触
を

　

避
け
て
静
養
し
ま
し
ょ
う
。
熱

　

が
下
が
っ
た
後
も
人
に
う
つ
す

　

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
解
熱
後

　

２
日
程
度
は
自
宅
療
養
す
る
こ

　

と
が
望
ま
し
い
で
す
。

問
保
健
福
祉
課
保
健
予
防
担
当

☎ 0123-83-3803
FAX  0123-83-3056

休 館日  ㈪・㈷

ゆめっく館

▼
一
般
書

『
ガ
ラ
ク
タ
の
な
い
家
』

井
田
典
子

『
さ
っ
ぽ
ろ
野
鳥
観
察
手
帖
』

河
井
大
輔

『
安
心
・
安
全
！
は
じ
め
て
の
快
適

車
中
泊
』

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

『
こ
ん
な
に
も
面
白
い
万
葉
集
』

山
口
博

『
１
０
０
年
安
心
家
計
の
つ
く
り

方
』　

日
経
Ｂ
Ｐ
社

『
図
解
知
識
ゼ
ロ
か
ら
の
コ
メ
入

門
』　

家
の
光
協
会

『
知
識
ゼ
ロ
で
も
自
分
で
で
き
る
！

個
人
事
業
の
経
理
と
節
税
』

ナ
ツ
メ
社

『
基
本
調
味
料
で
作
る
鍋
』

市
瀬
悦
子

『
世
界
の
少
数
民
族
』

イ
ア
ゴ
・
コ
ラ
ッ
ツ
ァ

『
ミ
ト
ン
の
本
』　

朝
日
新
聞
出
版

『「
国
家
の
衰
退
」
か
ら
い
か
に
脱

す
る
か
』　

大
前
研
一

『
科
学
の
謎
』　

日
経
ナ
シ
ョ
ナ
ル

▽
１
月
11
日
㈯　

14
時
～　

　

ゆ
め
っ
く
館

▽
１
月
25
日
㈯　

14
時
～　

　

ゆ
め
っ
く
館

▽
１
月
28
日
㈫　

16
時
～　

　

三
川
会
館

▽
２
月
８
日
㈯　

14
時
～　

　

ゆ
め
っ
く
館

※
絵
本
を
読
ん
だ
後
に
、
楽
し
い

　

工
作
や
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

新
刊
リ
ス
ト

お
は
な
し
会

ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社

『
５
人
の
先
生
が
教
え
る
一
生
幸
せ

な
エ
コ
ハ
ウ
ス
の
つ
く
り
か
た
』

松
尾
和
也

▼
小
説
・
エ
ッ
セ
イ

『
カ
ッ
コ
ウ
の
微
笑
み
』

福
田
和
代

『
十
三
の
海
鳴
り
』　

安
部
龍
太
郎

『
夜
は
お
し
ま
い
』　

島
本
理
生

『
カ
エ
ル
の
小
指
』　

道
尾
秀
介

『
ツ
ナ
グ　

想
い
人
の
心
得
』

辻
村
深
月

『
背
中
の
蜘
蛛
』　

誉
田
哲
也

『
ま
ほ
り
』　

高
田
大
介

『
祝
祭
と
予
感
』　

恩
田
陸

『
小
箱
』　

小
川
洋
子

『
巡
礼
の
家
』　

天
童
荒
太

『
彼
女
た
ち
の
犯
罪
』　

横
関
大

『
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
エ
ッ
ジ
』

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー

※
掲
載
し
た
本
は
一
部
で
す
。
く
わ

　

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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テ
ー
マ　

Ｄ
Ｉ
Ｙ
体
験
「
小

　

物
用
ラ
ッ
ク
づ
く
り
」　

日
時　

２
月
16
日
㈰　

10
時

　

～
12
時
30
分

場
所　
健
康
元
気
づ
く
り
館

由
仁
町
女
性
セ
ミ
ナ
ー

「
フ
ィ
ー
カ
」

まちかど伝言広場
町内で活動している
団体などの伝言板です

▼
エ
ン
ジ
ョ
イ
部
門

日
時　
１
月
25
日
㈯

①
エ
ン
ジ
ョ
イ
一
般
部
門　

　

中
学
生
以
上
の
男
女
７
人

　

～
14
人

※
昭
和
新
山
予
選
部
門
へ
の

　

出
場
は
不
可

②
男
女
ミ
ッ
ク
ス
部
門　

　

中
学
生
以
上
の
男
女
７
人

　

～
14
人（
女
性
は
３
人
以
上
）

③
シ
ニ
ア
部
門　

　

40
歳
以
上
の
男
女
７
人
～

　

14
人

▼
昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦
　

　
道
央
予
選
部
門

日
時　
１
月
26
日
㈰

①
一
般
部
門　

　

中
学
生
以
上
の
男
女
７
人

　

～
14
人

②
レ
デ
ィ
ー
ス
部
門　

　

中
学
生
以
上
の
女
性
７
人

　

～
14
人

サ
ッ
ポ
ロ
オ
ー
プ
ン
雪

合
戦
in
ゆ
に
ガ
ー
デ
ン

参
加
チ
ー
ム
募
集
！

ご厚意
感 謝します

温
水
便
座
を
設
置

　

11
月
25
日
、
ゆ
め
っ
く
館

の
ト
イ
レ
の
温
水
便
座
を
池

田
煖
房
工
業
株
式
会
社
（
代

表
取
締
役
社
長　

池
田
薫
、

札
幌
市
）
に
設
置
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
寒
い
季
節
に

も
、
ト
イ
レ
を
快
適
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

絵
本
を
寄
贈

　

一
般
社
団
法
人
札
幌
地
区

ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
町
内
の

子
供
た
ち
へ
絵
本
「
ラ
ン

デ
ィ
ー
と
ふ
え
る
に
も
つ
」

６
冊
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た　

　

12
月
８
日
、
由
仁
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
「
が
ん
ば

れ
子
ど
も
応
援
基
金
」
に
、

10
万
円
を
寄
附
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

日
時　
２
月
２
日
㈰　

９
時
～

※
悪
天
候
の
場
合
は
２
月
９

　

日
㈰
に
延
期

場
所　
町
体
育
館

対
象　

中
学
生
以
上
で
構
成

　

さ
れ
て
い
る
10
人
以
内
の

　

チ
ー
ム

料
金　
１
チ
ー
ム

　

２
、０
０
０
円
（
保
険
料

　

含
む
）

申
込
期
限　
１
月
24
日
㈮

申
込
方
法　

由
仁
ス
ポ
ー
ツ

　

ク
ラ
ブ
事
務
局
（
町
民   

　

プ
ー
ル
内
）
ま
た
は
、
教

　

育
課
社
会
教
育
担
当
に
参

　

加
料
を
添
え
て
申
込
書
を

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

第
21
回
冬
季
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　

参
加
チ
ー
ム
募
集
！

編集 の
ひとりごと

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
子
年
、
み
な
さ
ん

に
早
く
、
た
く
さ
ん
の
情
報

を
届
け
マ
ウ
ス
。

（
地
域
活
性
課
地
域
活
性
担

当　

今
村
）

※
申
込
書
は
、
教
育
課
、
町

　

体
育
館
、
町
民
プ
ー
ル
に

　

あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、

　

開
催
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ

　

い
。

問
由
仁
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

　

務
局 

☎
０
１
２
３—

83—

４
８
８
８  

問
教
育
課
社
会
教
育
担
当　

☎
０
１
２
３—

83—

３
９
０
４

講
師　

栗
山
匠
祭
り
実
行
委

　

員
会
の
み
な
さ
ん

料
金　

２
、０
０
０
円
（
教

　

材
費
、
保
険
料
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ド
ラ

　

イ
バ
ー
手
袋
ま
た
は
軍
手

※
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。

定
員　
20
人

対
象　

町
内
に
居
住
ま
た
は

　

勤
務
し
て
い
る
20
歳
以
上

　

の
女
性

申
込
期
限　
１
月
20
日
㈪

そ
の
他　

託
児
も
可
能
で
す

　

の
で
、
希
望
の
方
は
申
込

　

時
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

問
教
育
課
社
会
教
育
担
当

☎
０
１
２
３—

83—

３
９
０
４

料
金

▽
25
日
の
部
門
１
チ
ー
ム　

　

１
５
、０
０
０
円

▽
26
日
の
部
門
１
チ
ー
ム　

　

２
０
、０
０
０
円

申
込
期
限　
１
月
６
日
㈪

※
先
着
順

問
北
海
道
雪
合
戦
連
盟
道
央

　

ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局

☎
０
１
１—

２
２
２—

２
５
１
１　

Ｅ
メ
ー
ル　

yukigassen@
branch.co.jp

地
域
貢
献
活
動
に
感
謝
状

　

12
月
10
日
、
由
仁
町
民

プ
ー
ル
駐
車
場
の
白
線
補
修

を
共
立
道
路
株
式
会
社
（
代

表
取
締
役
社
長　

鵜
川
昌

久
、
栗
山
町
）
に
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
地
域

貢
献
活
動
に
対
し
、
12
月
16

日
、
松
村
町
長
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

氏名 年齢 月日   住所（自治区）
羽賀キヌ子 89 11/21   中三川（同左）
川崎　政芳 88 12/ １   山桝（同左）
瀧本　佳康 76 12/ ５   三川泉町（三川泉町北）
村上　　一 89 12/ ６   東栄（古川）
大畠　次雄 85 12/13   東栄（古川）

  
 
 

人口　5,069人（前月比－11人・前年比－114人）
男性　2,423人　　女性　2,646人
世帯　2,411世帯（前月比－5世帯）
※令和元年12月1日現在（住民基本台帳人口）

人の 動き

（12 月 15 日までの届出分）

おくや み

氏名 月日 保護者    住所（自治区）

和泉倫
り ん た ろ う

太朗 12/ ２ 礼維    川端（川端１区）

東山みやび 12/ ４ 祐太    三川泉町（三川泉町北）

赤ちゃん

広 　 告

● ●19 18広報ゆに 広報ゆに
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時　間　15 時 30 分 ～ 16 時
場　所　文化交流館
対象者　優良運転者
問由仁町交通安全協会
☎ 0123-83-2362（メリーワーク内）

運転免許証
更新時講習 1/9㈭

  南空知南部エリア
  在宅療養推進
  フォーラム
  栗山町カルチャー
  プラザＥｋｉ
  18：00-20:00

19

26 27 28 29 30 31

  手話サークルつぼみ
  げんき館
  10：00-11：30

  手話サークルつぼみ
  げんき館
  10：00-11：30

  手話サークルつぼみ
  げんき館
  10：00-11：30

  手話サークルつぼみ
  げんき館
  10：00-11：30

  手話サークルつぼみ
  げんき館
  10：00-11：30

  冬のひまわり健診
  三川会館
  7：30-10：00受付

  川端地区
  巡回診療
  13：30-14：30

  小・中学校
  始業式

  冬のひまわり健診
  げんき館
  7：30-10：00受付
  ➡2月7日まで

  おはなし会

  おはなし会

  おはなし会

  おはなし会

  認知症カフェ
  「囲炉裏庵」

  所得税還付
  申告受付開始
  役場

  認知症カフェ
  「こもれび」

  由仁町創業塾

  由仁町創業塾

  由仁町創業塾

  由仁町創業塾
  無料法律相談会
  げんき館
  13：00-16：00

  行政相談
  げんき館
  13：00-15：00

  行政相談
  げんき館
  13：00-15：00

1/11

2/1

木 金 土日 月 火 水

11 10Calendar
らしのカレンダー暮広

報
ゆ
に
１
月
号
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和
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年
１
月
１
日
発
行（
通
巻
７
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１
号
）
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  子育てサロン
  ぞうさん広場
  「読み聞かせ」
  由仁保育園
  10：00-12：00

  子育てサロン
  ぞうさん広場
  「ママの日」
  由仁保育園
  10：00-12：00

  子育てサロン
  ぞうさん広場
  「散歩の日」
  由仁保育園
  10：00-12：00

  ふまねっと健康
  づくり教室
  川端消防会館
  10：00-

  ふまねっと健康
  づくり教室
  川端消防会館
  10：00-

  ふまねっと健康
  づくり教室
  げんき館  10：00-
  あかり館  13：30-

  ふまねっと健康
  づくり教室
  げんき館  10：00-
  あかり館  13：30-

・・・ 暮らしの情報（10~15P）

・・・ まちかど伝言広場（18P）

・・・ ゆめっく館（17P）

  わくわくたまご組
  由仁保育園
  10：00-11：00

  わくわくたまご組
  由仁保育園
  10：00-11：00

  自治区長連絡会議
  げんき館
  13：30-

  わくわくひよこ組
  由仁保育園
  10：00-11：30

  広報ゆに
２月号配布日

  すくすくサロン
  げんき館
  10：00-11：30
  乳幼児健診
  げんき館
  13：00-14：30受付

21

・国民健康保険税第７期
・介護保険料第７期
・後期高齢者医療保険料第７期
➡問い合わせは住民課税務担当まで

町税
納期限 1/31㈮

毎週の行事

月

水

金

  健康・栄養相談室
  げんき館  10：00-12：00
  ※1月13日㈪はありません
  げんき塾
  げんき館  10：30-11：30
  げんき塾
  三川会館  10：30-11：30

  由仁小1日入学

  サッポロ
  オープン雪合戦
  ➡1月26日まで

  冬季ミニバレー
  ボール大会

由仁町議会  第 1 回臨時会
1月14日㈫
時間　9：30-12:00

  地産地消の日
  マンモカードの
  2倍出し実施


